
　議案第40号

 （総　　則）
　第１条　　令和４年度飯南町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

 （業務の予定量）
　第２条　　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）接続戸数 1,538 戸　接続率　75.7％
902 戸（公共下水道）　接続率　82.4％
559 戸（合併浄化槽）　接続率　65.1％
77 戸（農業集落排水）　接続率　98.7％

（２）年間総処理水量 379,610 ㎥
243,081 ㎥（公共下水道）
117,019 ㎥（合併浄化槽）
19,510 ㎥（農業集落排水）

（３）一日平均処理水量 1,040 ㎥
666 ㎥（公共下水道）
321 ㎥（合併浄化槽）
53 ㎥（農業集落排水）

（４）主要な建設改良工事 合併浄化槽設置工事

 （収益的収入及び支出）
　第３条　　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款　　下水道事業収益 千円

　第１項　　営業収益 千円

　第２項　　営業外収益 千円

第１款　　下水道事業費用 千円

　第１項　　営業費用 千円

　第２項　　営業外費用　 千円

　第４項　　予備費 千円

 令和４年度 飯南町下水道事業会計予算

258,593
収　 　入

支　 　出
291,066
262,121

1,000

90,925
167,668

27,945
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 （資本的収入及び支出）
　第４条　　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額　34,307千円は、

　当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額　641千円、過年度損益勘定留保資金　16,322千円、当年度損益勘定留保
　資金　17,344千円で補填する。)。

第１款　　資本的収入 千円

　第１項　　企　業　債 千円

　第２項　　受益者分担金 千円

　第４項　　補助金 千円

　第５項　　一般会計出資金 千円

第１款　　資本的支出 千円

　第１項　　建設改良費 千円

　第２項　　企業債償還金     千円

　（企業債）
　第５条　  起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の方法 利率

8,200 千円 証書借入 4.0％以内

42,900 千円 同上 同上

115,394

3,000
51,100

収　 　入

繰上償還又は低利債に借り換えることができる。

14,700

4,634

支　 　出

174,128

193,735

208,435

借入先の融資条件による。ただし企業財政その他の

都合により据置期間及び償還期限を短縮し、若しくは

償還の方法

同上

起債の目的

下水道事業

資本費平準化

限度額
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　（一時借入金）
　第６条　  一時借入金の限度額は、　100,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）
　第７条　  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１） 第１款　下水道事業費用
第１項　営業費用
第２項　営業外費用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
　第８条　　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費を

（１）　総係費 8,985 千円

　（重要な資産の取得及び処分）
　第９条　　重要な資産の取得及び処分は、次のとおりと定める。

（１） 取得する資産
種　　類 　名　　称 　数　　量
機械及び装置 　合併浄化槽 　一式

令和 ４ 年 ３ 月 ７ 日　提　出

令和 ４ 年 ３ 月 　 日

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

飯　南　町　長　  塚　 原 　隆　 昭

飯南町議会議長　 　早    樋    徹    雄
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　（収　入） (単位　千円)

予定額 備　　考

1 下水道事業収益 258,593

1 営 業 収 益 90,925

1 下 水 道 使 用 料 90,920

2 そ の 他 営 業 収 益 5

2 営 業 外 収 益 167,668

1 受 取 利 息 配 当 金 1

2 他 会 計 補 助 金 108,040

3 長 期 前 受 金 戻 入 59,072

4 雑 収 益 4

5 消 費 税 還 付 金 1

6 国 県 補 助 金 550

　（支　出） (単位　千円)

予定額 備　　考

1 下水道事業費用 291,066

1 営 業 費 用 262,121

1 公 共 下 水 道 管 理 費 33,355

2 合 併 浄 化 槽 管 理 費 38,693

3 農業集落排水管理費 8,670

4 総 係 費 8,985

5 業 務 管 理 費 37,432

6 減 価 償 却 費 134,986

2 営 業 外 費 用 27,945

1
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

27,924

2 消 費 税 1

3 雑 損 費 20

4 予 備 費 1,000

1 予 備 費 1,000

令和４年度 飯南町下水道事業会計予算実施計画書

１．収益的収入及び支出

款 項 目

款 項 目
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　（収　入） (単位　千円)

予定額 備　　考

1 資 本 的 収 入 174,128

1 企 業 債 51,100

1 企 業 債 51,100

2 受 益 者 分 担 金 3,000

1 受 益 者 分 担 金 3,000

4 補 助 金 4,634

1 国 県 補 助 金 4,634

5 一 般 会 計 出 資 金 115,394

1 一 般 会 計 出 資 金 115,394

　（支　出） (単位　千円)

予定額 備　　考

1 資 本 的 支 出 208,435

1 建 設 改 良 費 14,700

1 建 設 改 良 費 14,700

2 企 業 債 償 還 金 193,735

1 企 業 債 償 還 金 193,735

款 項 目

2．資本的収入及び支出

款 項 目
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金額

1 下水道事業収益 258,593 379,133 △ 120,540

1 営 業 収 益 90,925 90,921 4

1 下 水 道 使 用 料 90,920 90,920 0

1 公 共 下 水 道 使 用 料 54,284

2 合 併 浄 化 槽 使 用 料 31,678

3 農業集落排水使用料 4,958

2 そ の 他 営 業 収 益 5 1 4

1 手 数 料 5

2 営 業 外 収 益 167,668 288,212 △ 120,544

1 受 取 利 息 配 当 金 1 1 0

1 預 金 利 息 1

2 他 会 計 補 助 金 108,040 228,492 △ 120,452

1 一 般 会 計 補 助 金 94,008 公共下水道

2 一 般 会 計 補 助 金 9,688 合併浄化槽

3 一 般 会 計 補 助 金 4,344 農業集落排水

3 長 期 前 受 金 戻 入 59,072 59,715 △ 643

1
補 助 金 長 期
前 受 金 戻 入

55,509 国庫補助金

2
支 出 金 長 期
前 受 金 戻 入

3,419 県支出金

3
そ の 他 長 期
前 受 金 戻 入

144 その他

4 雑 収 益 4 4 0

1 雑 収 益 4 弁済金等

5 消 費 税 還 付 金 1 0 1

1 消 費 税 還 付 金 1

6 国 県 補 助 金 550 0 550

1 県 補 助 金 550 農村整備事業交付金

令和４年度  飯南町下水道事業会計収入支出明細書

１．収益的収入及び支出

　　（収　入）　 　　（単位　千円）

款 項 説明比　　較
節

目
前年度
予定額 区分

本年度
予定額
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金額

1 下水道事業費用 291,066 309,416 △ 18,350

1 営 業 費 用 262,121 271,606 △ 9,485

1 公 共 下 水 道 管 理 費 33,355 43,645 △ 10,290

1 備 消 耗 品 費 104

2 燃 料 費 26

3 光 熱 水 費 11,880

4 通 信 運 搬 費 109

5 委 託 料 18,654

6 手 数 料 105

7 使 用 料 3

8 修 繕 費 1,000

9 工 事 請 負 費 1,337

10 保 険 料 137

2 合 併 浄 化 槽 管 理 費 38,693 37,513 1,180

1 備 消 耗 品 費 45

2 委 託 料 32,090

3 手 数 料 2,871

4 修 繕 費 3,687

3 農業集落排水管理費 8,670 11,147 △ 2,477

1 備 消 耗 品 費 17

2 光 熱 水 費 2,244

3 通 信 運 搬 費 36

4 委 託 料 4,568

5 手 数 料 257

6 修 繕 費 1,500

7 保 険 料 48

款

　　（支　出）　 　　（単位　千円）

目
区分

節本年度
予定額

説明項 比　　較
前年度
予定額
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金額

( 営 業 費 用 ) 4 総 係 費 8,985 8,607 378

1 給 料 4,093

2 手 当 2,833

3 賞 与 引 当 金 繰 入 額 517

4
法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

32

5 法 定 福 利 費 1,510

5 業 務 管 理 費 37,432 34,460 2,972

1 備 消 耗 品 費 42

2 通 信 運 搬 費 41

3 手 数 料 36

4 負 担 金 37,081

5 貸 倒 引 当 金 繰 入 232

6 減 価 償 却 費 134,986 136,234 △ 1,248

1 建 物 減 価 償 却 費 2,081

2 構 築 物 減 価 償 却 費 103,462

3 機械及び装置減価償却費 29,443

2 営 業 外 費 用 27,945 36,810 △ 8,865

1 支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

27,924 30,790 △ 2,866

1 企 業 債 利 息 27,824

2 一 時 借 入 金 利 息 100

2 消 費 税 1 6,000 △ 5,999

1 支 払 消 費 税 1

3 雑 損 費 20 20 0

1 雑 損 費 20

4 予 備 費 1,000 1,000 0

1 予 備 費 1,000 1,000 0

1 予 備 費 1,000

(下水道事業費用)

項
節

区分
本年度
予定額

　　（支　出）　 　（単位　千円）

目 説明
前年度
予定額

比　　較款
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（収　入） （単位　千円）

金額

1 資 本 的 収 入 174,128 69,965 104,163

1 企 業 債 51,100 50,100 1,000

1 企 業 債 51,100 50,100 1,000

1 下 水 道 事 業 債 4,100

2 過 疎 債 4,100

3 資 本 費 平 準 化 債 42,900

2 受益者分担金 3,000 3,000 0

1 受 益 者 分 担 金 3,000 3,000 0

1 加 入 分 担 金 1,500 公共下水道

2 加 入 分 担 金 1,500 合併浄化槽

4 補 助 金 4,634 4,466 168

1 国 県 補 助 金 4,634 4,466 168

1 国 庫 補 助 金 3,476 循環型社会形成推進交付金

2 県 補 助 金 1,158 しまね交付金

5 一般会計出資金 115,394 12,399 102,995

1 一 般 会 計 出 資 金 115,394 12,399 102,995

1 一 般 会 計 出 資 金 90,824 公共下水道

2 一 般 会 計 出 資 金 16,741 合併浄化槽

3 一 般 会 計 出 資 金 7,829 農業集落排水

（支　出） （単位　千円）

金額

1 資 本 的 支 出 208,435 216,201 △ 7,766

1 建 設 改 良 費 14,700 14,700 0

1 建 設 改 良 費 14,700 14,700 0

1 工 事 請 負 費 14,700

2 企業債償還金 193,735 201,501 △ 7,766

1 企 業 債 償 還 金 193,735 201,501 △ 7,766

1 企 業 債 元 金 償 還 金 193,735

節前年度
予定額

本年度
予定額

説明

区分

比　　較
区分

項 説明比　　較款

前年度
予定額

目

節

２．資本的収入及び支出

款 項 目
本年度
予定額
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（単位　　千円）

（ １ ） 当年度純利益（△は純損失） △ 29,928

（ ２ ） 減価償却費 134,986
（ ３ ） 固定資産除去費 0

（ ４ ） 引当金の増減額（△は減少） 233

（ ５ ） 長期前受金戻入額 △ 59,072

（ ６ ） 受取利息 △ 1

（ ７ ） 支払利息 27,924

（ ８ ） 未収金の増減額（△は増加） 0

（ ９ ） 未払金の増減額（△は減少） 0

小計 74,142

（ １0 ） 受取利息 1

（ １1 ） 支払利息 △ 27,924

業務活動によるキャッシュ・フロー 46,219

（ １ ） 有形固定資産の取得による支出 △ 13,363

（ ２ ） 補助金等による収入 6,940

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 6,423

（ １ ） 企業債による収入 51,100

（ ２ ） 一般会計出資金による収入 115,394

（ ３ ） 企業債の償還による支出 △ 193,735

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 27,241

資金増減額 12,555

資金期首残高 16,227
資金期末残高 28,782

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

令和４年度　飯南町下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

（間接法により作成）
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(下水道事業）

1　一　般　職

（１）総　　括

職員手当 期末手当 住居手当
その他の
手    当

885

の内訳 904

△ 19

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

給　与　費　明　細　書

（単位　千円）

区　分
職員数 給 与 費

法定福利費 合　　計 備　　考
（人） 報 酬 給 料 職員手当 計

本年度 1 4,093 3,351 7,444 1,540 8,984

前年度 1 3,999 3,099 7,098 1,530 8,628

比　較 94 252 346 10 356

（単位　千円）

区　分 扶養手当 勤勉手当
管理職
手　 当

時間外
手   当

通勤手当 退職手当児童手当

696

680

16

前年度 240 651 552 72

本年度 240 666 552 72

240

240

昇給94

比　較

給　　料 94

昇給に伴う増 94

15

（単位　千円）

区　　分 増　減　額 増　減　事　由　別　内　訳 説 明 備　　考

児童手当240職員手当 252

昇給に伴う増減 12 昇給12

その他の増 240
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（３）給料及び職員手当の状況

ア 職員一人当たりの給与

イ 初　任　給

高校卒 148,728

大学卒
保健師

213,790

備　考
看護師

201,823

212,600

151,443 150,600

183,220

147,900

182,200

41歳2月

令和3年4月1日現在 平均給与月額（円）

平 均 年 齢 （歳）

331,244

区　分

平均給与月額（円）

平 均 年 齢 （歳）

平均給料月額（円）

339,188

一　般　職 単　　労　　職 医　療　職
一般職 医療職単労職

国 の 制 度

一　般　職区 分

平均給料月額（円）

357,244

令和4年4月1日現在 365,188

42歳2月

（単位　円）

（単位　円）

単　労　職 医　療　職
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ウ 級別職員数

等級 等級 職員数（人） 等級 職員数（人） 構成比（％）

６級 ６級 ６級

５級 ５級 ５級

４級 ４級 ４級

３級 ３級 ３級

２級 ２級 ２級

１級 １級 １級

計 計 計

６級 ６級 ６級

５級 ５級 ５級

４級 ４級 ４級

３級 ３級 ３級

２級 ２級 ２級

１級 １級 １級

計 計 計

（級別の職務内容）

事務長等

令和3年4月1日現在

1 100.0

100.0

1

1

医療職単労職

職員数（人） 構成比（％） 構成比（％）

一般職
区　　分

1 100.0

令和4年4月1日現在

主幹 主事

保育士

100.0

主任主事

保育士

主任

1級

一般職
課長、議会事務局長 課長補佐等

保育所長

区　分 2級6級 5級 4級 3級

保育士主任保育士

15



エ 昇給

昇給に係る職員数（Ｂ） （人）

比率（Ｂ）/（Ａ）（％）

昇給に係る職員数（Ｂ） （人）

比率（Ｂ）/（Ａ）（％）

オ 期末手当・勤勉手当

本年度

前
年
度

2.000 2.000

区　分
６月（月分） １２月（月分）

100.0 100.0

4.00 有（５％・１０％）

（月分）

職制上の段階、職務

の級等による加算措置

支給期別支給率 支給率計

1

備　　考

有（５％・１０％）

有国の制度 2.150

前年度 2.050 2.050

2.150 4.30

4.10

職員数 （Ａ） （人） 1

6号給(人）

8号給(人）

4号給(人） 1

職員数 （Ａ） （人） 1

100.0

4号給(人）
号給数別内訳

6号給(人）

2号給(人）

8号給(人）

1

1

1

1

代表的な職種

本
年
度

区 分 合　　計
医療職

号給数別内訳

1

2号給(人）

一般職 単労職

1

1

1

100.0
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カ 定年退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最高限度

（月分） （月分） （月分） （月分）

支給率等 24.586875 33.27075 47.709 47.709 制度なし

国の制度（支給率等） 24.586875 33.27075 47.709 47.709 制度なし

キ 地域手当

ク 特殊勤務手当

単労職

ケ その他の手当

区　分 その他の加算措置 備　　考

支給対象地域

支給率（％）

支給対象職員数（人）

国の指定基準に基づく支給率（％）

区 分
代表的な職種

医療職一般職
全職種

給料総額に対する比率

代表的な特殊勤務手当の名称

支給対象職員の比率（％）
（令和4年4月1日現在）

自動車等通勤者に対する距離区分と支給額　

区 分

扶　　養　　手　　当

住　　居　　手　　当

通　　勤　　手　　当

同

同

異

国　の　制　度　と　の　差　異 差　　異　　の　　内　　容
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（単位　千円）

１． 営業収益

(1) 下水道使用料 82,654

(2) その他営業収益 1 82,655

２．営業費用

(1) 公共下水道事業管理費 39,687

(2) 合併浄化槽管理費 34,356

(3) 農業集落排水管理費 14,940

(4) 総係費 8,568

(5) 業務管理費 31,357

(6) 減価償却費 136,234 265,142

　営業損失 182,487

令和３年度飯南町下水道事業会計予定損益計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで ）
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３．営業外収益

(1) 受取利息及び配当金 1

(2) 他会計補助金 233,524

(3) 国県補助金 4,900

(4) 長期前受金戻入 59,715

(5) 雑収益 1,251 299,391

４． 営業外費用

(1) 支払利息及び

企業債取扱諸費 30,790

(2) 雑損費 6,018 36,808 262,583

経常利益 80,096

７． 予備費 909 909 909

　当年度純利益 79,187

　前年度繰越利益剰余金 941

　当年度未処分利益剰余金 80,128
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（単位　　千円）

　１．　固　定　資　産

（１） 有形固定資産

イ 土地 42,033

ロ 建物 230,412

減価償却費累計額 △ 154,246 76,166

ハ 構築物 5,785,838

減価償却費累計額 △ 2,071,683 3,714,155

ニ 機械及び装置 1,637,315

減価償却費累計額 △ 1,382,449 254,866

ホ 建設仮勘定 0

有形固定資産合計 4,087,220

固定資産合計 4,087,220

　２．　流　動　資　産

（１） 現金預金 16,227

（２） 未収金 4,825

貸倒引当金 △ 731 4,094

流動資産合計 20,321
4,107,541

令和３年度飯南町下水道事業会計予定貸借対照表

（令和４年３月31日）

　資　　産　　の　　部

資 産 合 計
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　３．固　定　負　債
（１） 企業債

イ 建設改良企業債 1,656,132
固定負債合計 1,656,132

　４．流　動　負　債
（１） 一年以内返済予定企業債

イ 建設改良企業債 193,735
（２） 未払金 4,050
（３） 賞与引当金 518
（４） 法定福利費引当金 30

流動負債合計 198,333
　５．繰　延　収　益

（１） 長期前受金
イ 国庫補助金 3,123,050

収益化累計額 △ 1,504,453 1,618,597
ロ 県支出金 261,551

収益化累計額 △ 162,614 98,937
ハ その他 20,138

収益化累計額 △ 6,297 13,841
ニ 建設仮勘定長期前受金 0

　繰延収益合計 1,731,375
3,585,840

　６．資　　本　　金
（１） 固有資本金 254,330
（２） 繰入資本金 187,243

441,573
　７．剩　　余　　金

（１） 利益剰余金
イ 当年度未処分利益剰余金 80,128

80,128
80,128

　　　　　　　　資本合計 521,701
　　　　　　　　負債資本合計 4,107,541

　負　　債　　の　　部

利 益 剰 余 金 合 計
剰 余 金 合 計
資 本 の 部 合 計
負 債 ・ 資 本 合 計

負 債 合 計

　資　　本　　の　　部

資 本 金 合 計
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（単位　　千円）

　１．　固　定　資　産

（１） 有形固定資産

イ 土地 42,033

ロ 建物 230,412

減価償却費累計額 △ 156,327 74,085

ハ 構築物 5,787,201

減価償却費累計額 △ 2,175,145 3,612,056

ニ 機械及び装置 1,649,315

減価償却費累計額 △ 1,411,892 237,423

ホ 建設仮勘定 0

有形固定資産合計 3,965,597

固定資産合計 3,965,597

　２．　流　動　資　産

（１） 現金預金 28,782

（２） 未収金 4,825

貸倒引当金 △ 963 3,862

流動資産合計 32,644
3,998,241

　資　　産　　の　　部

（令和５年３月31日）

令和４年度飯南町下水道事業会計予定貸借対照表

資 産 合 計
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　３．固　定　負　債
（１） 企業債

イ 建設改良企業債 1,515,030
固定負債合計 1,515,030

　４．流　動　負　債
（１） 一年以内返済予定企業債

イ 建設改良企業債 192,202
（２） 未払金 4,050
（３） 賞与引当金 517
（４） 法定福利費引当金 32

流動負債合計 196,801
　５．繰　延　収　益

（１） 長期前受金
イ 国庫補助金 3,126,210

収益化累計額 △ 1,559,962 1,566,248
ロ 県支出金 262,604

収益化累計額 △ 166,033 96,571
ハ その他 22,865

収益化累計額 △ 6,441 16,424
ニ 建設仮勘定長期前受金 0

　繰延収益合計 1,679,243
3,391,074

　６．資　　本　　金
（１） 固有資本金 254,330
（２） 繰入資本金 302,637

556,967
　７．剩　　余　　金

（１） 利益剰余金
イ 当年度未処分利益剰余金 50,200

50,200
50,200

　　　　　　　　資本合計 607,167
　　　　　　　　負債資本合計 3,998,241

　負　　債　　の　　部

負 債 ・ 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

負 債 合 計

　資　　本　　の　　部

資 本 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

資 本 の 部 合 計
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Ⅰ.重要な会計方針

１ 飯南町下水道事業は平成31年度より企業会計へ移行し、地方公営企業法及び改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。

２ 固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く。）

・減価償却の方法　定額法による。

・主な耐用年数

建物 8～50年

構築物 10～50年

機械及び装置 7～50年

３ 引当金の計上方法

（１）退職給付引当金

本町は退職手当組合に加入しており、下水道事業会計は一般会計を通じて当該組合に掛金を拠出しているが、一般会計との取り決めによ

り、下水道事業会計が一般会計に対して負担金を拠出している以降の追加的負担は、全額一般会計において措置することになっているため

下水道事業会計においては退職給付引当金を計上せず、拠出時に費用処置を行っている。

（２）賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

（３）法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支給に備えるため、当年度末における支出見込額に基づき、当年度の負担に属する額を

計上している。

（４）貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率による回収不能見込額を計上している。

４ 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ.予定キャッシュ・フロー計算書関連

当該事項はない。

Ⅲ.予定貸借対照表等関連

１ 担保に供している資産等

該当する資産はない。

２ 企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して1年以内に償還予定のものを含む。）のうち、他会計が負担すると見込ま

れる額は 円である。

３ 重要な係争事件に係る損益賠償義務等に関する事項

当該事項はない。

1,410,734,631

財務諸表等に係る注記
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４ 引当金の取り崩し

（１）賞与引当金の取り崩し

令和4年度において、期末手当及び勤勉手当として776千円を支給するため、賞与引当金518千円を取り崩す予定である。

（２）法定福利費引当金の取り崩し

令和4年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として47千円を支給するため、法定福利費引当金30千円を取り崩す予定である。

Ⅳ.セグメント情報に関する注記

１ 報告セグメントの概要

下水道事業は、公共下水道事業・合併浄化槽事業・農業集落排水事業を運営しており、各事業で運営方針を決定していることから、

これらの３つの報告セグメントとしている。

なお、各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

公共下水道事業 公共下水道における処理区域で汚水を処理する事業

合併浄化槽事業 合併浄化槽における処理区域で汚水を処理する事業

農業集落排水事業 農業集落排水における処理区域で汚水を処理する事業

２ 報告セグメントごとの営業収益等

当事業年度（自　令和４年４月１日　至　令和５年３月31日）

（単位：　千円）

項　目

営業収益

営業費用

営業損益

経常損益

資　産

負　債

その他の項目

他会計繰入金

減価償却費

固定資産の増加額

Ⅴ.減損損失

当該事項はない。

事業区分 事業の内容

公共下水道事業 合併浄化槽事業 農業集落排水事業 合　計

49,309 28,753 4,498 82,560

183,116 51,876 15,571 250,563

△ 133,807 △ 23,123 △ 11,073 △ 168,003

14,265 10,760 3,805 28,830

3,340,333 450,623 207,285 3,998,241

2,915,609 352,130 123,335 3,391,074

184,832 26,429 12,173 223,434

1,363 12,000 0 13,363

113,887 13,855 7,244 134,986
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